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ＳＯＳの出し方に関する研修 

～教職員が子どものＳＯＳを受け止め、支援する力を向上させる～ 

 

鹿児島県スクールカウンセラー  牟田京子 

 

 

本日の研修内容 

１．自殺に関するデータ 

２．気づく 

３．支える 

 

 

１．自殺に関するデータ1 

１－１）小中高生の自殺者の年次推移 

１－２）小中高生の月別自殺者数の推移 

１－３）小中高生の自殺の原因・動機 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                      
1 「令和５年中における自殺の状況」警察庁生活安全局生活安全企画課  
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🍀子どもたちが SOS を出せるかは大人次第 

 

 

 

 

 

 

🍀疲弊する教職員への対応も急務 

チェックリスト2 

✅寝つけない、夜中に目が覚める               ✅朝、なかなか起きられない 

✅食欲がない 食べ過ぎてしまう                 ✅急にやせた、太った 

✅集中できなくなった 決断できなくなった              ✅疲れやすい 体がだるい 

✅やる気が起きない 長続きしない                        ✅学校に行きたくない 

✅これまで好きだったことに興味がなくなった          ✅イライラする 落ち着かない 

✅不安に感じたり、悲しいと思ったりすることが増えた 

✅自分は他の先生よりも劣っていると感じてしまう 

 

 

 

 

 

 

 

２．気づく 

2-1)学校だからこそ気が付きやすいサイン 

１．朝や帰りの会            ２．登下校時            ３．授業場面 

４．休み時間               ５．給食時間                     ６．学校行事 

７．部活動時                         ８．その他 

 

2-2)気づくためのポイント 

この子は〇〇だからと先入観にとらわれない 

１人の考えや思い込みでなく複数の教職員の様々な視点から子どもを見守る⇒行動分析の共有 

心や体の不調や問題が現れる前から子どもたちの様々な SOS サインにきづく 

 

３．支える 

３－１）相談できない原因 

                                                      
2 簡易抑うつ症状尺度（QIDS-J）厚生労働省を参考 

× 子どもたちに変わることを求める 

          ↓ 

〇 子どもたちへの接し方を変える 

〇 SOS を受け止めるスキルを身につける 

 

 

ぜひ、スクールカウンセラーをご活用ください。 

公認心理師法で秘密保持義務が定められています。 

牟田は公認心理師＋看護師免許を取得しておりますので、心と体の両面から

サポートさせていただければと思っています。 
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３－２）相談できない状況が続くと 

３－３）SOS にきづいたとき 

３－４）支えてくれる人として認識されているか？ 

     教室マルトリートメント3（学校）とマルトリートメント4（家庭）の視点について（豆知識） 

                     ↓ 

世界保健機関(WHO)は 

厚労省の４つの定義（①身体的虐待 ②性的虐待 ③ネグレクト ④心理的虐待）だけではなく、 

もっと広義に、子どもの健康や育ちや生存権・発達に害を及ぼすものはすべて 

『マルトリートメント』と定義しています。つまり不適切な養育は『児童虐待』とほぼ同義であるということ。 

マルトリートメントは大人と子どもの間で起こることであるため、川上 康則氏は学校も例外ではないと 

考え思い、教室における不適切な指導を「教室マルトリートメント」と提唱した。 

 

３－５）対応：TALK の原則5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                      
3 教室マルトリートメント：川上 康則「教室マルトリートメント」東洋館出版社 
4 マルトリートメント：友田明美「脳を傷つけない子育て」河出書房新社 
5 参照：「学校における子供の心のケア」文部科学省（平成２６年３月） 

Tell:言葉に出して心配していることを伝える 

Ask:「死にたい」という気持ちについて率直に尋ねる 

Listen:絶望的な気持ちを傾聴する 

Keep safe:安全を確保する 

Tell：伝える 

✅大変だったね つらかったね 

✅よく耐えてきたね 

✅よく話してくれたね 

✅〇〇さんのことが心配 

✅力になりたいな 

✅何かできることはあるかな 

 

Tell：伝える  ※場合によっては好ましくない例 

✅逃げちゃだめだ 

✅気のせいだよ 

✅〇〇さんならもっとがんばれる 

✅もっと早く話してくれればよかったのに 

✅何とかなるよ 

✅そんなことでどうする 

 

Ask:尋ねる 

✅子どもが話した内容をときどき繰り返す 

✅これまでどんな風に困難に対処してきたかを尋ねる 

✅とくに「つらい」「悲しい」「不安」など感情を表す言葉は伝え返す 

✅言葉で伝えきれない場合には紙に書いてもらう 
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３－６）教職員が大切にしたいこと 

✅日常から子どもの様子をしっかりと観察する 

✅子どもの様子に違和感があるときはそのままにしない 

✅積極的に子どもたちの心の SOS を受け止める 

 

３－７）自殺予防教育のキーワード：ACT6 

A：Acknowledge⇒気付く 

C:Let your friend know you care⇒かかわる 

T：Tell a trusted adult that you are worried about your friend ⇒つなぐ 

※行動理論をベースとした認知行動療法 

 

 

                                                      
6 「児童生徒の自殺予防に関する調査研究協力者会議：米国における子どもに対する自殺予防教育の現況調査

について」（文部科学省初等中等教育局児童生徒課，2011） 

Listen:聴く 

✅ジャッジしない 

✅アドバイスしない 

✅ありのままに受け止める 

✅勝手に想像しない（きめつけない） 

Keep safe:安全の確保 

今にも自殺企図を起こすような緊急時 

          ↓ 

✅子どもを一人にしないで寄り添う 

✅家族や専門家（精神科医など）の 

支援を受けて命を守る 

Keep safe:安全の確保 

自殺の危険性が高く危ないと判断した時 

           ↓ 

✅他の教職員や家族などからも適切な援助を求める 

✅子どもに尋ねる 


